
道内の学校での実践をもとに、いじめの未然防止につながる活動を、３観点・４項目で分類し、観

点・項目間の関連や全体の構成を把握できるよう整理したマトリクスです。

いじめ未然防止モデルプログラム「マトリクス」の見方

プログラムの項目
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１３ページ以降の活動例の表示番号・活動名を示しています。

活動のおおよその内容を示しています。

マトリクス内の活動のつながりを図っ

ている場合は、矢印で示しています。

「マトリクス」を活用する際には、次の点に留意してください。

・「マトリクス」で示した「項目」と「観点」は、活動例を整理・分類し、各学校の取組との

比較・検討をしやすくするために設けたものであり、各学校にすべての項目・観点での取

組を促すものではありません。

・各学校において、これまでの取組や児童生徒の状況等の実態に応じて、項目や観点の重点

化を図って進めてきた取組や進めようとしている取組について、「マトリクス」を参考に、

取組の内容や時期等を見直したり、補完したりするなどして活用してください。

指導の方法によって、複数の観点で指導が可能な活動については、

学校や児童生徒の実態に応じて重点化した観点で示しています。

（例えば、マトリクス上では「居場所づくり」でも、児童生徒主体で

活動を行うことで「絆づくり」として位置付けることができます。）
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